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長崎県消費生活センター
（長崎県 県民生活環境部 食品安全・消費生活課）
〒850－8570 長崎市尾上町 3－1
TEL.095-824-0999　FAX.095-828-1014
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計量器に関するお問い合わせは
長崎県計量検定所

〒850－0047 長崎市銭座町 3－3
TEL.095-844-9892  FAX.095-844-8844

この情報は県消費生活センターのホームページでもご覧いただけます

相談窓口：食品110番（長崎県 県民生活環境部 食品安全・消費生活課内）　Tel.0120-492574
受付時間：月～金曜日　9：00～17：45（土日・祝日、年末年始除く）

食事故なし

長崎県では、食品表示の適正化を図るために食品110番を設置し、食品の安全・
安心や食品表示についての疑問・相談を受け付けています。

「消費生活相談員（国家資格）」の資格取得に挑戦してみませんか
消費生活相談員資格試験は、年齢、性別、学歴、実務経験等を問わず、どなたでも受験できます。

消費生活相談員資格取得支援講座のご案内
消費生活相談員資格取得を目指している方を支援するための講座を開催します。受講料は無料です。

※小論文添削を希望される方も6月30日(火)までに提出（受講者負担金（添削料）が別途必要となります。詳しくは下記まで。）
葉書又はFax（095-824-1014）で、「資格取得支援講座受講希望｣と記載し、住所、氏名、電話番号を添えて長崎県消費
生活センターまでお申込ください。詳しくは、長崎県消費生活センター　Tel：095-895-2320　まで

7月11日（土）　10：00～17：00
日　　時 内　　容

7月12日（日）　10：00～17：00
消費者行政、特定商取引法、過去問からみる必要な法律知識
民法・消費者契約法、割賦販売法、小論文の書き方

消費生活支援講座（講師派遣）のご案内
　長崎県消費生活センターでは自立する消費者としての意識を高め、被害を未然に防止するため、各種
講座に講師を派遣します。講師派遣に要する経費は無料です。

講　座　名 対　　象 テ　ー　マ

申込期限 令和8年6月30日(火) 会　場 県庁3階307会議室

問合せ 長崎県消費生活センター　Tel：095－895－2320

申込み ホームページ（https://www.nagasaki-shouhi.jp/）「ながさき消費生活館」からも申し込みできます。
※参加者20名以上から受け付けます。

高齢者見守り講座

消費生活学習会

P T A 等 研 修 会

消 費 生 活 支 援
「 シ ニ ア 講 座 」
消 費 生 活 支 援
「 ヤ ン グ 講 座 」

民生委員、在宅福祉に従事する方
（高齢者を支援する団体等が主催する講座）

一般消費者
（市町、各種団体等が主催する講座）
PTA等が主催する講演会・研修会

主に高齢者
（自治会、高齢者団体等が主催する講座）
高校生・大学生など社会人となる前の方
（高等学校、大学、PTA等が主催する講座）

高齢者を狙う悪質商法の実態
と対策

消費生活に関して希望される
テーマ
親子で考える消費者問題など

悪質商法に騙されない

賢い消費者となるために

●

●

●

●

●

消費生活相談員資格試験について（独立行政法人国民生活センター）
　受験申込期間：（郵 送 申 込）  令和 8年 6月 15日（月）～ 7 月 27日（月）
　　　　　　　　（オンライン申込）令和 8年 6月 15日（月）～ 7 月 31日（金）
　試験の詳細： https://www.kokusen.go.jp/shikaku/shikaku.html　

消費生活アドバイザー資格試験（消費生活相談員資格試験（国家資格）を兼ねる）について
（一般財団法人日本産業協会）
　受験申込期間：令和 8年 7月 1日（水）～ 8 月 31日（月）
　試験の詳細：https://www.nissankyo.or.jp/adviser/siken/about-test.html
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夏号

●トピックス（１～３）　●トラブル事例（３）　●お知らせ（４）
ぼくは「ｓａｐｏ之助」、消費者をサポート(助ける)長崎県消費生活センターのマスコットでござる。

「見守り」と「気づき」で身近な人の被害を防ごう！

悪質商法や詐欺などの消費者トラブルは、子どもから高齢者まで全ての世代で誰もが被害に
あう恐れがあります。
消費者トラブルの被害を防ぐためには、私たち一人ひとりが気をつけることが何より大切で
すが、家族や周囲の方の協力も必要です。
特に、高齢者や障がい者など、消費生活上配慮を要する方に対して、日頃からの「見守り」と「気

づき」が大切です。身近な方の様子を見守るなかで、「おかしいな」と思ったら声をかけてみましょう。
離れて暮らしている場合でも、なるべく頻繁に連絡を取っておき、帰省の際などには不審な
書面が届いていないか、大量の商品が届いていないか、困っている様子がないか等を確認する
ようにしましょう。
少しでも気になることがあれば、本人から詳しく話を聞き、早めにお住まいの自治体の消費
生活センター等に相談しましょう（消費者ホットライン188へお電話を！）。家族など周囲の方
からでも相談できます。
また、日頃から「知らない電話には出ない」、「その場で契約せず、家族や周囲に相談する」
といった対応策を伝えておくことも大切です。地域の見守り活動や留守番電話機能なども積極
的に活用しましょう。

月

「見守り」と「気づき」のポイント

～お住まいの様子～
□不審な契約書や請求書、宅配業者からの不在通知などはないか
□不審な健康食品や魚介類などはないか
□新品の布団など、同じような商品が大量にないか
□屋根や外壁などに不審な工事の形跡がみられないか
□複数社から配達された新聞や景品類はないか
□居室が不自然に散らかっていないか
□不審な業者が出入りしている形跡はないか

～本人の言動や態度など～
□不審な電話やメールのやり取りなどはないか
□お金に困っている様子はないか、または急にお金遣いが荒くなっていないか
□預金通帳などに不審な出金の記録はないか
□高齢者の場合、何を買ったか覚えていないなど、判断能力に不安はないか
□ふさぎこんでいるなど元気がない、または困った様子はないか

出典：消費者庁・国民生活センター報道発表・公表資料等
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ＮＰＯ法人　消費者被害防止ネットながさきが
「適格消費者団体」に認定されました！
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ＮＰＯ法人　消費者被害防止ネットながさきが
「適格消費者団体」に認定されました！

令和8年3月6日、ＮＰＯ法人　消費者被害防止ネットながさきは、その長年の活動を評価さ
れ、「適格消費者団体」として認定されました。
この認定を受けたことで、事業者の不当な行為に対して申し入れて、自主的な改善に応じ
ない場合は、差止請求をすることができるようになりました。
消費者被害を防止するため、引き続き県民の皆様から、不当な勧誘行為・契約条項・表示
などに関する消費者トラブルや被害情報を集めています。皆様からの情報が、消費者被害の
予防につながりますので、ぜひ情報をお寄せください。
また、誰もが安心して暮らすことのできる地域社会の実現に取り組む活動を支えていただ
ける会員についても募集しております。詳しくは、事務局までお問い合わせください。

【事務局】
〒850-0876　長崎市賑町5-24　向ビル201
Tel：095-895-8520　毎週火・水・木曜日（祝日除く）10：30～13：30
Fax：095-895-8521
E-mail：info@cpnet-nagasaki.org
ホームページはこちらから
https://cpnet-nagasaki.org/

出典：消費者庁資料

出典：国民生活センター資料

消費者をあざむくダークパターン

「アプリやウェブサイトを使っていて、意図せず商品を購入してし
まった」といった消費者が気づかないうちに不利な選択に誘導する
「ダークパターン」と呼ばれる仕組みがあるようですが、どのような
点に注意すればいいのか教えてください。　（20代女性）

～対策は「一呼吸置く」こと～

相 談 事 例

「ダークパターン」の具体例としては、①定期購入なのに1回だけの購入であるかのように表
示されている ②割引期間の終了をカウントダウンタイマーで表示する ③ある選択が他のもの
と比べて目立っている ④他の消費者の行動に関する情報を通知する ⑤退会、解約に手間や時
間がかかる ⑥閲覧しただけなのに会員登録を求められた ⑦拒否する選択肢のないポップアッ
プが何度も表示される　などがあげられます。
法的整備の面では、国内では定期購入トラブルの増加に伴う特定商取引法の改正によって

「定期購入でないと誤認させる表示」などに対する規制が行われました。
しかし、ダークパターンには明確に違法とは言い切れないものも少なくありません。通信
販売に関する法体系では広告内に記載されていれば消費者の責任となってしまうケースもあ
ります。
対策として消費者が注意すべき点は、まずだまされないように「落ち着いて対応する」こ
とが必要です。そして、申し込む前に「一呼吸置く」ことが重要となります。

アドバイス
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悪質商法に気を付けましょう！

おいしい話には要注意。その場ですぐに購入・契約せずにゆっくり考えましょう。友人や家
族に相談するのも良いでしょう。せかされても、怪しいと思ったら、きっぱりと断りましょう。
また、契約する前や万が一、契約してしまってもクーリングオフができる場合があります。
お住まいの地域の消費生活センターまたは消費生活相談窓口へ相談しましょう。

～「あやしい」と思ったら、すぐ相談～

家族や運気の悩みにつけ込む「霊感商法」

アドバイス

●突然夫が亡くなり家族の問題で悩んでいたところ、
近所の方に声をかけられた。「献金すれば運勢が上
がる」と言われ合計1,000万円以上の寄付をしてし
まった。
●雑誌広告を見て開運ブレスレットを購入。後日業者
から「先祖の供養をしないと家族に災いが降りかか
る」と言われ50万円振り込んでしまった。

お金を多く払うことで
運が開けたりするわけではありません。
不安をあおるようなことを言われても断りましょう!

事例-1

しつこく強引に売りつける「訪問販売」

アドバイス

●「布団を見せてほしい」と訪問があり「汚れていて体に
悪い」「ひと月1万円の支払いだけ」と勧められ、根負
けして購入したら総額約40万円であることを知った。
●「お宅の瓦が傷んでいる」と業者が訪問してきた。点
検後「修理しないと雨漏りする」と言われ約40万円の
契約をした。キャンセルを求めると怒鳴り口調で断ら
れた。

訪問者や用件をよく確認し、
事業者を安易に家の中に入れないことが大切。
一人で対応せず、必要がなければ断りましょう!

事例-2

冷静さを失わせる「催眠商法」

アドバイス

●近所にできた店で食品等が安く売られており、健康
について講習もしてくれるので毎日のように通っ
た。ある日、「身体に良い」「今日しか買えない」と健
康食品を勧められた。その場の雰囲気にも流されて
約13万円という高額で購入した。

安易にそのような場所に行かないこと。
行ってしまっても、サクラがいる場合があるので、
周囲の雰囲気に流されないようにしましょう!

事例-3

もうけ話でだます「利殖商法」

アドバイス

●業者から「今、100万円分の仮想通貨を買えば2～3
年後には2倍になる」と言われて、その話を信じてし
まい購入することにした。最近、連絡先として教えら
れた電話番号にかけてもつながらなくなってしまっ
た。

「将来必ず値上がりする」などと説明されても
うのみにせず、実態や仕組みが十分に
理解できなければ契約しないようにしましょう!

事例-4

悪質商法の4事例

あなたのだまされやすさをチェックしてみませんか？
以下の9個の心理チェックを試してみましょう。

あれ ?? と思ったら、
「消費者ホットライン」188にご相談ください。

全国共通の
電話番号
「消費者ホットライン」188 消費者ホットライン188

イメージキャラクター　イヤヤン

だまされやすさ

悪質商法による消費者トラブルにひっかかっているかも??
家族・友達の変化をみのがさないで！

心理チェック!心理チェック!心理チェック!を測る
作成：
立正大学心理学部 教授
　　　　　　 西田公昭

あてはまる項目に〇をつけてください。

心理チェック
の結果

〇が多いほど、消費者トラブルにあう危険度が高い傾向にあります。
123に〇をつけた人はトラブルに対して危機意識がうすい傾向、456に〇をつけた人はだまされているのに気がつかない傾向、
789に〇をつけた人はだまされたとき一人で抱え込んでしまう傾向があります。

自分のまわりに
あまり悪い人は
いないと思う

1 相手に悪いので
人の話を

一生懸命聞く方だ

2 たまたま運の悪い
人がトラブルに
あうのだと思う

3 知人から「効いた」
「良かった」と聞くと、
やってみようと思う

4

人から
すすめられると
断れない方だ

6 迷惑をかけたく
ないので家族にも
黙っている
ことがある

7 実際、身近に
相談できる人が
あまりいない

8 しっかり者だと
思われたい

9

有名人や肩書きの
ある人の言うことは
つい信用してしまう

5

「自分は大丈夫」
と思っていませんか !?

合計

個

出典：消費者庁公表資料
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●突然夫が亡くなり家族の問題で悩んでいたところ、
近所の方に声をかけられた。「献金すれば運勢が上
がる」と言われ合計1,000万円以上の寄付をしてし
まった。
●雑誌広告を見て開運ブレスレットを購入。後日業者
から「先祖の供養をしないと家族に災いが降りかか
る」と言われ50万円振り込んでしまった。

お金を多く払うことで
運が開けたりするわけではありません。
不安をあおるようなことを言われても断りましょう!

事例-1

しつこく強引に売りつける「訪問販売」

アドバイス

●「布団を見せてほしい」と訪問があり「汚れていて体に
悪い」「ひと月1万円の支払いだけ」と勧められ、根負
けして購入したら総額約40万円であることを知った。
●「お宅の瓦が傷んでいる」と業者が訪問してきた。点
検後「修理しないと雨漏りする」と言われ約40万円の
契約をした。キャンセルを求めると怒鳴り口調で断ら
れた。

訪問者や用件をよく確認し、
事業者を安易に家の中に入れないことが大切。
一人で対応せず、必要がなければ断りましょう!

事例-2

冷静さを失わせる「催眠商法」

アドバイス

●近所にできた店で食品等が安く売られており、健康
について講習もしてくれるので毎日のように通っ
た。ある日、「身体に良い」「今日しか買えない」と健
康食品を勧められた。その場の雰囲気にも流されて
約13万円という高額で購入した。

安易にそのような場所に行かないこと。
行ってしまっても、サクラがいる場合があるので、
周囲の雰囲気に流されないようにしましょう!

事例-3

もうけ話でだます「利殖商法」

アドバイス

●業者から「今、100万円分の仮想通貨を買えば2～3
年後には2倍になる」と言われて、その話を信じてし
まい購入することにした。最近、連絡先として教えら
れた電話番号にかけてもつながらなくなってしまっ
た。

「将来必ず値上がりする」などと説明されても
うのみにせず、実態や仕組みが十分に
理解できなければ契約しないようにしましょう!

事例-4

悪質商法の4事例

あなたのだまされやすさをチェックしてみませんか？
以下の9個の心理チェックを試してみましょう。

あれ ?? と思ったら、
「消費者ホットライン」188にご相談ください。

全国共通の
電話番号
「消費者ホットライン」188 消費者ホットライン188

イメージキャラクター　イヤヤン

だまされやすさ

悪質商法による消費者トラブルにひっかかっているかも??
家族・友達の変化をみのがさないで！

心理チェック!心理チェック!心理チェック!を測る
作成：
立正大学心理学部 教授
　　　　　　 西田公昭

あてはまる項目に〇をつけてください。

心理チェック
の結果

〇が多いほど、消費者トラブルにあう危険度が高い傾向にあります。
123に〇をつけた人はトラブルに対して危機意識がうすい傾向、456に〇をつけた人はだまされているのに気がつかない傾向、
789に〇をつけた人はだまされたとき一人で抱え込んでしまう傾向があります。

自分のまわりに
あまり悪い人は
いないと思う

1 相手に悪いので
人の話を

一生懸命聞く方だ

2 たまたま運の悪い
人がトラブルに
あうのだと思う

3 知人から「効いた」
「良かった」と聞くと、
やってみようと思う

4

人から
すすめられると
断れない方だ

6 迷惑をかけたく
ないので家族にも
黙っている
ことがある

7 実際、身近に
相談できる人が
あまりいない

8 しっかり者だと
思われたい

9

有名人や肩書きの
ある人の言うことは
つい信用してしまう

5

「自分は大丈夫」
と思っていませんか !?

合計

個

出典：消費者庁公表資料
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長崎県消費生活センター
（長崎県 県民生活環境部 食品安全・消費生活課）
〒850－8570 長崎市尾上町 3－1
TEL.095-824-0999　FAX.095-828-1014

ながさき消費生活館

編
集　

発
行

計量器に関するお問い合わせは
長崎県計量検定所

〒850－0047 長崎市銭座町 3－3
TEL.095-844-9892  FAX.095-844-8844

この情報は県消費生活センターのホームページでもご覧いただけます

相談窓口：食品110番（長崎県 県民生活環境部 食品安全・消費生活課内）　Tel.0120-492574
受付時間：月～金曜日　9：00～17：45（土日・祝日、年末年始除く）

食事故なし

長崎県では、食品表示の適正化を図るために食品110番を設置し、食品の安全・
安心や食品表示についての疑問・相談を受け付けています。

「消費生活相談員（国家資格）」の資格取得に挑戦してみませんか
消費生活相談員資格試験は、年齢、性別、学歴、実務経験等を問わず、どなたでも受験できます。

消費生活相談員資格取得支援講座のご案内
消費生活相談員資格取得を目指している方を支援するための講座を開催します。受講料は無料です。

※小論文添削を希望される方も6月30日(火)までに提出（受講者負担金（添削料）が別途必要となります。詳しくは下記まで。）
葉書又はFax（095-824-1014）で、「資格取得支援講座受講希望｣と記載し、住所、氏名、電話番号を添えて長崎県消費
生活センターまでお申込ください。詳しくは、長崎県消費生活センター　Tel：095-895-2320　まで

7月11日（土）　10：00～17：00
日　　時 内　　容

7月12日（日）　10：00～17：00
消費者行政、特定商取引法、過去問からみる必要な法律知識
民法・消費者契約法、割賦販売法、小論文の書き方

消費生活支援講座（講師派遣）のご案内
　長崎県消費生活センターでは自立する消費者としての意識を高め、被害を未然に防止するため、各種
講座に講師を派遣します。講師派遣に要する経費は無料です。

講　座　名 対　　象 テ　ー　マ

申込期限 令和8年6月30日(火) 会　場 県庁3階307会議室

問合せ 長崎県消費生活センター　Tel：095－895－2320

申込み ホームページ（https://www.nagasaki-shouhi.jp/）「ながさき消費生活館」からも申し込みできます。
※参加者20名以上から受け付けます。

高齢者見守り講座

消費生活学習会

P T A 等 研 修 会

消 費 生 活 支 援
「 シ ニ ア 講 座 」
消 費 生 活 支 援
「 ヤ ン グ 講 座 」

民生委員、在宅福祉に従事する方
（高齢者を支援する団体等が主催する講座）

一般消費者
（市町、各種団体等が主催する講座）
PTA等が主催する講演会・研修会

主に高齢者
（自治会、高齢者団体等が主催する講座）
高校生・大学生など社会人となる前の方
（高等学校、大学、PTA等が主催する講座）

高齢者を狙う悪質商法の実態
と対策

消費生活に関して希望される
テーマ
親子で考える消費者問題など

悪質商法に騙されない

賢い消費者となるために

●

●

●

●

●

消費生活相談員資格試験について（独立行政法人国民生活センター）
　受験申込期間：（郵 送 申 込）  令和 8年 6月 15日（月）～ 7 月 27日（月）
　　　　　　　　（オンライン申込）令和 8年 6月 15日（月）～ 7 月 31日（金）
　試験の詳細： https://www.kokusen.go.jp/shikaku/shikaku.html　

消費生活アドバイザー資格試験（消費生活相談員資格試験（国家資格）を兼ねる）について
（一般財団法人日本産業協会）
　受験申込期間：令和 8年 7月 1日（水）～ 8 月 31日（月）
　試験の詳細：https://www.nissankyo.or.jp/adviser/siken/about-test.html

問
合
せ
先

2026

7月～10月

夏号

●トピックス（１～３）　●トラブル事例（３）　●お知らせ（４）
ぼくは「ｓａｐｏ之助」、消費者をサポート(助ける)長崎県消費生活センターのマスコットでござる。

「見守り」と「気づき」で身近な人の被害を防ごう！

悪質商法や詐欺などの消費者トラブルは、子どもから高齢者まで全ての世代で誰もが被害に
あう恐れがあります。
消費者トラブルの被害を防ぐためには、私たち一人ひとりが気をつけることが何より大切で
すが、家族や周囲の方の協力も必要です。
特に、高齢者や障がい者など、消費生活上配慮を要する方に対して、日頃からの「見守り」と「気

づき」が大切です。身近な方の様子を見守るなかで、「おかしいな」と思ったら声をかけてみましょう。
離れて暮らしている場合でも、なるべく頻繁に連絡を取っておき、帰省の際などには不審な
書面が届いていないか、大量の商品が届いていないか、困っている様子がないか等を確認する
ようにしましょう。
少しでも気になることがあれば、本人から詳しく話を聞き、早めにお住まいの自治体の消費
生活センター等に相談しましょう（消費者ホットライン188へお電話を！）。家族など周囲の方
からでも相談できます。
また、日頃から「知らない電話には出ない」、「その場で契約せず、家族や周囲に相談する」
といった対応策を伝えておくことも大切です。地域の見守り活動や留守番電話機能なども積極
的に活用しましょう。

月

「見守り」と「気づき」のポイント

～お住まいの様子～
□不審な契約書や請求書、宅配業者からの不在通知などはないか
□不審な健康食品や魚介類などはないか
□新品の布団など、同じような商品が大量にないか
□屋根や外壁などに不審な工事の形跡がみられないか
□複数社から配達された新聞や景品類はないか
□居室が不自然に散らかっていないか
□不審な業者が出入りしている形跡はないか

～本人の言動や態度など～
□不審な電話やメールのやり取りなどはないか
□お金に困っている様子はないか、または急にお金遣いが荒くなっていないか
□預金通帳などに不審な出金の記録はないか
□高齢者の場合、何を買ったか覚えていないなど、判断能力に不安はないか
□ふさぎこんでいるなど元気がない、または困った様子はないか

出典：消費者庁・国民生活センター報道発表・公表資料等

（１）


